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＜＜＜＜前文前文前文前文＞＞＞＞    

 公益財団法人浜松市医療公社は、浜松市から浜松医療センターの管理運営を受ける指定 

管理者団体として指定されており、当該指定期間である平成 28 年度から平成 32 年度まで 

の中期計画に基づき、以下のとおり、平成 31 年度事業計画を定める。 

 

中期計画期間の 4 年目にあたる平成 31 年度（2019 年度）は、団塊の世代が後期高齢者 

（75 歳以上）になる 2025 年を控え、消費税増税や働き方に対する労働環境の改善など、

当院にとっても依然として厳しい状況が予想される。一方、2023 年度の新病院開院に向け

て実施設計を進める中、医療サービスの向上や収益増に寄与するものの、経費負担も増え

るなど、今後の病院経営に大きな影響を及ぼすことが懸念される。 

このような経営環境の変化をふまえ、さらなる前方・後方連携の推進と在院日数の適正

化を図ることで断らない医療の提供体制を強化するとともに、救急医療、小児・周産期医

療など地域の中核病院の役割・機能を効果的に発揮し、医療の質と安全の向上に努め、経

営の安定化を図る。 

 

以上の認識のもと、次の病院目標を定め、中期計画を着実に進める。 

    

＜＜＜＜病院目標病院目標病院目標病院目標＞＞＞＞    

〔診療〕 

地域連携の強化と高度で良質な医療を提供することにより地域の医療水準の向上を図る。 

〔経営〕  

医療制度改革や地域医療構想の動向を的確に把握し効果的な収入増加と費用削減に努める。 

 

＜＜＜＜事業内容事業内容事業内容事業内容＞＞＞＞    

１１１１    入院入院入院入院にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１） ７対１急性期一般入院料の維持 

充実充実充実充実急性期一般入院料 1を維持するため、「重症度、医療・看護必要度」の基準（30％ 

以上）を満たすよう、重症患者の受け入れ強化及び効率的な退院調整に努める。 

（２）入院患者の増加 

救急及び紹介患者を断らない受け入れ体制の充実により、新入院患者を増やし病床

利用率の向上を図る。 

（３）病床機能報告制度への対応 

病床機能報告制度の動向を見据え、急性期病院としての機能を維持していくため、

適切な病床編成等の見直しを行う。 

【評価指標】 

項目 平成 29 年度実績 平成 31 年度計画 

入院患者延べ数 189,013 人 191,052 人 

1 日平均入院患者数 518 人 522 人 

病床利用率 86.3% 87.0% 

平均在院日数 14.0 日 13.5 日 
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２２２２    外来外来外来外来にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１） 外来患者の増加 

他の医療機関との役割分担と連携強化を図り、救急及び紹介患者を積極的に受け入

れる。 

（２） 専門外来の充実 

新規新規新規新規総合診療内科外来を開設し、従来の臓器別診療では対応できない老年症候群、 

衰弱等の高齢患者の受け入れを整備する。また、その分野に臨床研修医を配置し、実

践的臨床教育を行うとともに、各専門外来が円滑に機能できるよう取り組む。 

【評価指標】 

項目 平成 29 年度実績 平成 31 年度計画 

外来患者延べ数 235,099 人 240,000 人 

1 日平均外来患者数 964 人 1,000 人 

    

３３３３    救急医療救急医療救急医療救急医療にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１） 救急医療体制の強化 

「断らない救急」を目指して、救急搬送患者をより効率的に受け入れるよう診療体 

制の強化を図る。 

（２） 救命救急センターの効率的な運営 

救命救急入院料の算定対象となる重症患者を、効率よく救命救急センターに入院さ 

せ、高い病床利用率を維持する。 

（３） 各種研修会の実施 

日本内科学会認定内科救急・蘇生講習会（ＩＣＬＳ・ＡＨＡ）の自院及び地域での 

開催など診療技術の向上に努める。 

【評価指標】 

項目 平成 29 年度実績 平成 31 年度計画 

救急搬送受入患者数 6,591 件 6,600 件 

救急搬送患者応需率 89.3% 90.0% 

    

４４４４    小児小児小児小児・・・・周産期医療周産期医療周産期医療周産期医療にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１） 周産期医療の確保 

ア 安心・安全な出産ができるよう、産婦人科医師を確保し、地域母子周産期医療セ

ンターの役割を担うとともに、さらなる環境整備を図り、受け入れ強化に努める。 

イ 新規新規新規新規無痛分娩のニーズにあわせ、麻酔科医師、産婦人科医師、助産師が連携し、

無痛分娩実施に向けた体制を構築する。 

（２） 小児医療の確保 

ア 充実充実充実充実浜松市の小児救急の医療体制を支えるため、休日当番診療（一次救急）の一

部を担当し、小児患者を積極的に受け入れる体制を維持する。 

イ  アレルギー疾患拠点病院として、患者やその家族、医療従事者等を対象とした研

修会を開催するとともに、関連する診療科と連携を深め、質の高い医療の提供に取

り組む。 
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【評価指標】    

項目 平成 29 年度実績 平成 31 年度計画 

分娩件数 1,052 件 1,050 件 

 

５５５５    がんがんがんがん診療診療診療診療にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１） がん診療の提供・充実 

地域がん診療連携拠点病院として、質の高い診断と治療（手術•放射線治療•化学療 

法）の提供、積極的な患者支援を遂行する。 

ア がんの個別化治療推進のため、遺伝子変異検査等積極的検査の実施とその根拠に 

基づいた化学療法、免疫療法を推進する。 

イ 新規新規新規新規がんゲノム医療連携病院として、ゲノム診療センターを設置し、遺伝子検査

を実施できる外来診療体制を構築する。 

ウ がん患者支援の充実のために、口腔ケア、支持療法、緩和ケア、就労支援等の項

目に対してチーム医療の推進を図る。 

① 充実充実充実充実地域の歯科医師会と連携し、がん患者の周術期及び非周術期における専門的

な口腔ケアの提供体制を拡充し、地域全体へ医科歯科連携を進める。 

    ② がんに伴う症状や治療による副作用を軽減する目的で行う支持療法を推進し、が

ん患者の生活の質を維持する。 

③ 充実充実充実充実がんと診断された時からの緩和ケアの推進を図るため、緩和ケアチームの 

新規介入件数の増加を目指す。 

④ 市内がん診療連携拠点病院４病院共同で行政や企業主との連携のもと、がん患 

者就労対象者の支援を推進し、社会復帰のサポートに取り組む。 

⑤ がん専門薬剤師研修認定施設の認定を受け、がん専門薬剤師を始めとするがん 

薬物療法における資格認定者を増やし、がん患者への服薬指導及び副作用管理を充 

実させる。それにより今後増加すると予想される外来化学療法の安全かつ円滑な実 

施に努める。 

⑥ がん緩和ケア研修会を継続し、がん緩和ケアに対する医師の質の向上を図ると 

ともに関連する職種と連携してチーム医療の充実を図る。 

⑦ 専門・認定看護師の活動を強化し、がん患者への心理ケアや治療の意思決定支援 

の充実を図る。 

エ 乳がんの乳房全摘手術後のインプラントによる乳房再建術を積極的に推進する。 

オ 食道・胃・大腸の内視鏡治療（ＥＳＤ）の件数増加に努める。 

   カ 前立腺がん・頭頚部がん等の強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）の件数増加に努める。 

    キ  新規新規新規新規がん診療連携拠点病院としての診療機能強化に向け、緩和ケアセンターの提供

体制を整備する。 

【評価指標】 

項目 
平成 29 年度報告 

（平成 28 年 1～12 月） 

平成 31 年度報告 

（平成 30 年 1～12 月） 

院内がん登録数 944 人 950 人以上 
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項目 平成 29 年度実績 平成 31 年度計画 

悪性腫瘍の手術件数 504 件 550 件 

がんに係る薬物療法のべ患者数 1,022 人 1,400 件 

がんに係る放射線治療のべ患者数 194 人 200 人 

周術期口腔機能管理計画策定料算定 

件数 
264 件 400 件 

緩和ケアチーム新規介入件数 202 件 210 件 

がん患者指導管理料算定件数 788 件 800 件 

 

６６６６    脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中・・・・急性心筋梗塞急性心筋梗塞急性心筋梗塞急性心筋梗塞治療治療治療治療等等等等のののの専門医療専門医療専門医療専門医療にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１） 専門医療の充実  

ア 血管疾患に対するステントグラフト治療や下肢静脈瘤治療及びシャント設置術等 

専門性の高い診療を行う。 

イ  有効かつ安全な不整脈領域に対するカテーテルアブレーション治療及びリードレ

スペースメーカー治療の件数増加を図る。 

ウ  下肢関節再建・人工関節センターにおいて、股関節・膝関節への人工関節を中心

とする下肢関節再建手術治療を、市内だけでなく市外の患者にも専門的な医療とし

て提供する。 

エ 白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫などの専門的治療を積極的に実施し、血液

がん治療の質の向上を図り、地域医療に貢献する。 

オ 中耳手術センター及び耳鼻いんこう科において、慢性中耳炎、めまい関連、アレル

ギー性鼻炎、頭頚部がん等の専門治療の充実及び手術の増加を図る。 

カ 口腔顎顔面センター及び歯科口腔外科において、地域歯科医師会等との連携強化や

広報活動の充実を図り、周術期の口腔機能管理に重点的に取り組む。 

キ 新規新規新規新規患者の負担が少ない低侵襲の手術を可能とする手術支援ロボット（ダヴィン 

チ）の導入に向けた体制を整備する。 

【評価指標】 

項目 平成 29 年度実績 平成 31 年度計画 

手術件数（手術室） 5,523 件 6,000 件 

全身麻酔件数 2,131 件 2,200 件 

腹部大動脈瘤に対するｽﾃﾝﾄｸﾞﾗﾌﾄ手術 

件数 
22 件 25 件 

経皮的カテーテル心筋焼灼術件数    149 件 150 件 

人工関節置換術（股・膝）件数    162 件 165 件 

 

７７７７    臓器臓器臓器臓器・・・・骨髄移植骨髄移植骨髄移植骨髄移植にににに関関関関するするするする医療医療医療医療    

（１） 骨髄採取対象患者の拡大 

新規新規新規新規非血縁者間の末梢血幹細胞採取の実施に向けて、認定施設基準を満たせるよう

症例数の確保及び体制を整備し、骨髄移植に対する治療の拡大を図る。 

（２） コーディネーターの育成 

日本造血細胞移植学会認定造血細胞移植コーディネーターの育成を目指す。 
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８８８８    健診健診健診健診にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１） 健診センター事業の推進  

ア 生活習慣病予防となる特定健康診査（特定健診）、がん検診及び人間ドックの受け

入れを強化し、実施件数の増加を図るとともに、疾患の予防、早期発見を推進する。 

イ 充実充実充実充実予防医療等生活指導（保健指導）の実施体制を整備する。 

ウ 子育て、介護、仕事、家事などで多忙な女性が、乳がん検診を受けられるジャパ

ン・マンモグラフィーサンデー（10 月第 3 日曜日）への参加や休日（土曜日・日曜

日）における乳がん検診の実施を積極的に行う。 

エ 充実充実充実充実地域住民の胃がん検診に対して、内視鏡（胃カメラ）検査枠を拡充し、特定

健診と同時に実施する体制を整備する。 

オ 健診オプション項目の充実を図り、受診者の動脈硬化の予防や生活習慣病の改善

につなげる。 

（２） 院内診療科との連携強化 

乳がん検診、子宮がん検診及び内視鏡（胃カメラ）検診の受け入れ強化に努める 

ため、健診センターと院内診療科の連携体制を強化する。 

【評価指標】 

項目 平成 29 年度実績 平成 31 年度計画 

特定健診 15,952 人 16,130 人 

 （再掲）人間ドック 630 人 760 人 

胃がん検診 7,765 人 7,460 人 

大腸がん検診 10,933 人 10,430 人 

結核肺がん検診 15,484 人 15,780 人 

子宮がん検診 3,482 人 3,330 人 

乳がん検診 2,539 人 2,460 人 

 

９９９９    地域連携地域連携地域連携地域連携にににに関関関関するするするする業務業務業務業務 

（１） 地域連携の強化  

定期的に開業医、診療所を訪問し、当院の特徴や新規治療の紹介及び新規医師の着

任紹介などを行い、診療機能の広報を図り、医療連携体制の強化並びに患者の確保に

努める。 

（２） 返書管理の徹底 

紹介患者を断らない医療を重点的に取り組み、紹介患者に対する確実な返書管理の

徹底を図る。 

（３）地域の医療機関との機能分化の促進 

紹介率・逆紹介率の向上を図るため、総合診療内科の充実を図り、紹介患者を積極

的に受け入れる。また、病状が安定した患者の逆紹介が円滑に進むよう、診療情報提

供書作成の周知徹底を図り、地域医療の提供に貢献する。 

（４）地域包括ケアシステムの構築強化 

住み慣れた地域で継続して生活できるよう、外来と病棟との連携を推進し、入院早

期から福祉等の関係機関との調整を図りながら、患者への支援体制を強化する。 
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【評価指標】 

項目 平成 29 年度実績 平成 31 年度計画 

紹介率 78.0% 78.0%以上 

逆紹介率 66.2% 70.0%以上 

入退院支援加算算定件数 2,448 件 3,000 件 

 

10101010    臨床研究臨床研究臨床研究臨床研究にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１） 臨床研究管理センターの充実 

ア 臨床研究法により、新たな特定臨床研究の実施に係る体制を強化し、新規受託件

数を増加させる。 

イ 各学会、臨床研究グループで実施される臨床研究へ積極的に参加し、症例登録な

どの推進を図る。 

ウ 「とおとうみ臨床試験ネットワーク」や「静岡県治験ネットワーク」への継続的

な参加など治験及び臨床研究の受託件数増加に努める。   

 

11111111    医療安全医療安全医療安全医療安全、、、、医療医療医療医療のののの質質質質のののの向上向上向上向上にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１） 患者安全を第一に考える文化の醸成 

ア 「報告する文化」 

インシデント・アクシデント・オカレンス等の事例報告を推進する。 

  イ 「学習する文化」 

    医療安全研修会、シュミレーション研修会、Ｍ＆Ｍ（合併症＆死亡症例）カンフ

ァレンスを開催する。 

（２） 再発防止への取り組み 

要因分析による再発防止策の策定及び防止策の職員周知を図る。 

（３） 医療安全の対策の評価 

医療安全対策の実施状況を評価するために、医療安全ラウンドを実施する。 

（４）レジリエンス・エンジニアリングによる安全マネジメントの実践 

発生した事例に対し、Safety1 と Safety2 両方の視点で分析を行い、成功事例要因

の情報共有を行う。 

（５）チーム医療とコミュニケーションの推進 

チーム STEPPS 研修会を継続し、医療安全及びチーム医療の推進を図る。 

（６）医療安全対策の地域連携の推進 

   医療安全の精度向上のために、地域医療機関が連携し、相互に医療安全対策の評価

を実施する。 

（７）高リスク手術・処置に対する院内体制の運用 

   高リスクの手術・処置の実施について把握し、組織として支援する。 

（８）臨床倫理教育の実践 

臨床倫理感の向上のため、臨床倫理コンサルテーション等の組織を構築する。 

（９）医薬品の適正使用と医療安全の推進 

ア 外来患者に対する薬剤師による服薬指導の充実や保険調剤薬局との連携などを 

推進し、医薬品の適正使用に努める。 
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イ 充実充実充実充実入院患者への安全な薬物療法の提供に努めるため、薬剤師を病棟に配置し、

医療安全の推進を図る。 

   ウ 薬剤師による持参薬の管理を充実させ、持参薬に関する医療安全対策に努める。 

 

12121212    医療医療医療医療スタッフのスタッフのスタッフのスタッフの確保確保確保確保・・・・育成育成育成育成にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１） 医療スタッフの確保  

ア 「救急医療」、「がん医療」、「高度専門医療」等の水準を維持、向上させるため、

医科大学等の関係機関との連携の強化や教育研修の充実により、医師の育成、確保

に努める。 

イ 新専門医制度において、内科専門研修をはじめとした各専門領域の研修の充実を

図り医師確保に努める。 

ウ ワーク・ライフ・バランスに配慮した多様な勤務形態の導入を目指し、夜勤専従

勤務制度の構築を推進する。 

エ 看護師等修学交付金制度を継続して実施し、看護師の確保に努める。 

オ 合同就職説明会及び学校説明会への積極的な参加や各看護師養成施設への学校訪 

問など幅広い広報活動を継続して実施し、必要かつ優秀な人材を確保する。 

カ 看護師募集のＤＶＤ、ポスター及びリーフレットの作成など看護師採用プロジェク 

トチームの活動を継続し、新規採用者の確保に努める。 

キ 看護学生臨地実習受け入れ学校等の拡大に伴うリクルート活動の強化やインター 

ンシップ、病院見学会、高校生１日ナース体験事業及び看護師再就業研修の開催など、 

看護師受け入れ事業の拡充を図る。 

  ク 医療従事者の負担軽減及び処遇改善を推進するための体制を整備し、働きやすい職

場づくりに努める。 

（２） 医療スタッフの育成  

ア 臨床研修指定病院として、シミュレーションセンターの活用を更に進めるなど、 

初期研修体制の機能を強化し、臨床研修医（医師免許取得後１年次及び２年次）へ 

の適切な教育研修を実施する。 

イ 監督者研修、主任研修など階層別研修を充実させるとともに、全職員を対象とした 

テーマ別研修会を開催するなど職員研修を実施する。  

ウ 新規新規新規新規認定看護師の質の高い医療・看護の提供と医師の負担軽減を図るため、専門

的な知識及び技術を要する特定行為に係る看護師を養成する。 

エ 人工心肺装置等の技能及び臨床経験を習得するため、浜松医科大学へ積極的に職

員を派遣する。 

オ 新規新規新規新規ｅ-ラーニングの導入により、自主学習ができる環境を整備し、安全で適切な

医療を提供できる看護師を育成する。 

 

13131313    患者患者患者患者のののの療養環境療養環境療養環境療養環境のののの向上向上向上向上にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１）患者サービスの向上 

    ア 充実充実充実充実看護補助者を増員し、入院患者の日常生活への関わり等を拡充し、良好な医

療サービスの提供に努める。 

  イ 採血時の待ち時間を短縮するための整備に取り組む。 
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（２）院内環境の整備の充実 

患者支援センターにおいて、入院を予定している患者に対して、持参薬の確認、褥

瘡・栄養スクリーニング等を実施できる体制の整備を目指す。 

（３）チーム医療の充実 

緩和ケアチーム、認知症ケアチームなどの活動を強化し、穏やかな療養生活を送れ

るよう主治医・看護師・コメディカルが連携してサポート体制の充実を図る。 

 

14141414    収入収入収入収入のののの確保確保確保確保とととと費用費用費用費用のののの節減節減節減節減にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１）収入の確保 

ア 救急、紹介患者を断らない受け入れ体制の充実を継続し、新入院患者の増加、病

床利用率の向上を図る。 

イ 充実充実充実充実ＤＰＣ分析システムの活用及び原価計算システムの構築により、経営改善の

ために取り組むべき課題を抽出し、適正な収益の確保に努める。 

ウ 充実充実充実充実診療単価の向上を図るため、新規及び上位施設基準の取得並びに診療報酬の

算定漏れを防止するための対策を講じる。 

エ  薬剤管理や栄養管理等の指導を効果的かつ効率的に行うことにより、各種指導料

の算定件数増加を目指す。 

オ 新規新規新規新規薬剤師を病棟に配置し、効率的な病棟薬剤業務を展開するとともに、「病棟

薬剤業務実施加算」の新規施設基準の取得を目指す。 

（２）費用の節減 

ア 安全性に配慮しながら、後発医薬品（ジェネリック）の採用を促進し、患者の負 

担軽減と費用節減に努める。 

 イ 院内各部署における定数配置薬の整理を行い、管理を充実させることにより、医

薬品購入費の削減を図る。 

ウ 医薬品や診療材料の調達に際しては、ベンチマークシステムを活用して更なる価

格交渉を徹底することや、共同購入を利用するなど費用の削減を図る。 

  エ 検査項目や使用する検査試薬の見直しを行い、経費削減に努める。また、検査単 

価の低減を図るため、外注検査の利用を検討する。 

オ 医療の質、医療安全の確保及び患者サービスの向上などに配慮した職員の合理的 

な採用と配置により、人件費比率の適正化に努める。 

カ 委託契約等の見直しを行い、経費の節減に取り組む。 

【評価指標】 

      

 

    

    

    

    

    

11115555    新病院建設新病院建設新病院建設新病院建設にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

（１）新病院準備室の充実 

ア 院内の各部門との調整はもとより、開設者である浜松市と緊密な連携を図り、実

施設計の策定を進める。 

項目 平成 29 年度実績 平成 31 年度計画 

給与費対医業収益率 51.2% 51.4%以下 

材料費対医業収益率 25.7% 26.1%以下 

主な内訳 
薬品費 15.1% 15.1%以下 

診療材料費 9.7% 10.1%以下 
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イ 「設計段階から施工者が関与する方式」（ＥＣＩ方式）の採用による施工面での工

夫や特殊技術の導入提案を受け、施工性及び品質の向上並びにコストの縮減を図る。 

    

11116666    医療医療医療医療とととと介護介護介護介護のののの連携推進事業連携推進事業連携推進事業連携推進事業のののの支援支援支援支援にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

医療と介護の連携推進事業を支援するとともに、地域包括支援センターや地域の介

護・福祉機関との連携強化に努める。 

 

17171717    職員職員職員職員のののの子子子子どもどもどもども及及及及びびびび地域地域地域地域のののの子子子子どもにどもにどもにどもに対対対対するするするする保育保育保育保育のののの提供提供提供提供にににに関関関関するするするする業務業務業務業務    

看護師をはじめとする医療従事者の離職防止と子育て・仕事の両立支援、並びに地域

における待機児童の解消を図るため、地域型保育事業の認定を受けたあゆみ保育園にお

いて、職員の子ども及び地域の子どもに対する保育の提供を行い、公立病院として地域

を含めた働きやすい環境整備に努める。 

 


